一乗谷朝倉氏遺跡吟行俳句大会　入賞作品
　　　　　　　　　　　平成十七年十一月十九日　開催
○福井県知事賞
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○福井市長賞
遺跡守る村に住みいて大根干す

○一乗谷朝倉氏遺跡活用推進協議会長賞

武家屋敷人住む如く雪吊す
○入選

唐門に日差しこぼして大冬木

石ひとつ一つに冬日館跡

谷一つすべて遺跡や照紅葉

なほ奧へ遺跡へつづく山紅葉

諏訪どのの涙か松に露ひかる
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薪積みて一乗谷の冬構

一乗谷知り尽くしゐて山眠る

音もなく消えてゆくもの草紅葉

薪能ありし唐門冬木の芽

